
1

日本情報地質学会シンポジウム

日本情報地質学会を取り巻く現状と明日への一歩

＜学会を取り巻く現状と課題＞

ＦＯＳＳに関する動向ＦＯＳＳに関する動向

升本眞二・ベンカテッシュ ラガワン（大阪市立大学）

はじめにはじめに

・ ＦＯＳＳ（Ｆｒｅｅ Ｏｐｅｎ Ｓｏｕｒｃｅ Ｓｏｆｔｗａｒｅ)は，自由なオー
プンソースソフトウェアであり，日々進化し続けている．

・情報地質学に関連するＦＯＳＳであるＦＯＳＳ４Ｇ（ＦＯＳＳ
ｆｏｒ Ｇｅｏｉｎｆｏｒｍａｔｉｃｓ）の技術は急成長し，時空間情報の
収集・ＤＢ・解析・発信・共有などシステム構築のための新
しい機能を提供している．

・各種の標準化技術・仕様によりＦＯＳＳ４Ｇは相互利用可
能でソフトウェアに依存しないアプリケーションが開発で
きるようになってきた．

・ ＦＯＳＳ４Ｇを協力にバックアップする体制（ＯＳＧｅｏ財団）
が整ってきた．

ＦＯＳＳ４Ｇは利用目的により，次の６つに分類できる．

ＦＯＳＳ４Ｇの種類ＦＯＳＳ４Ｇの種類

・ ＧＩＳ（Ｄｅｓｋｔｏｐ）
（地理情報システム：データベース構築・解析・可視化）

ＧＲＡＳＳ，Ｑｕａｎｔｕｍ ＧＩＳ（ＱＧＩＳ）など．

・ ツール/ライブラリー
（ＧＩＳやＷｅｂＧＩＳなどの相互の間をスムーズに接続するための，

多様なデータ形式変換や座標変換機能の提供）

ＧＤＡＬ/ＯＧＲ，ＰＲＯＪ４ ，ＧｅｏＴｏｏｌｓなど．

・ マッピングエンジン（Ｗｅｂ-ＧＩＳ）
（地図情報の管理・発信）

ＭａｐＳｅｒｖｅｒ，Ｍａｐｇｕｉｄｅ，Ｇｅｏｓｅｒｖｅｒなど．

・ Ｗｅｂ-ＧＩＳクライアントＷｅｂ ＧＩＳクライアント
（ユーザー側へのインターフェース）

ＣａｒｔｏＷｅｂ，Ｍａｐｌａｂ，Ａｐｐｆｏｒｍａｐ，Ｋａ-ｍａｐなど．

・ クリアリングハウス
（空間情報のメタ情報の検索）

Ｇｅｏｎｅｔｗｏｒｋ ＩｓｉｔｅなどＧｅｏｎｅｔｗｏｒｋ，Ｉｓｉｔｅなど．

・ データベース
（地図要素・非地図要素相互の多様なデータ検索を可能にする）

Ｐｏｓｔｇｒｅｓｑｌ，ＰｏｓｔＧＩＳなど．
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ＦＯＳＳ４Ｇの例（１） ＧＩＳ ＧＲＡＳＳ６（現在Ｖｅｒ．６.３.０）

ＦＯＳＳ４Ｇの例ＦＯＳＳ４Ｇの例
①操作方法の完全GUI化
（コマンド操作も可）

②ＥＰＳＧコードに対応

ＦＯＳＳ４Ｇの例（１） ＧＲＡＳＳ６の例（１）

スタートアップ画面 ＧＩＳマネージャ

日本のＥＰＳＧ（例）

グラフィックモニタ プロセスモニタ

③ベクトルデータ解析機能
④多様な入出力機能

ＦＯＳＳ４Ｇの例（１） ＧＲＡＳＳ６の例（２）

ベクトルコマンド ラスターコマンド

ベクトル表示例 ＰｏｓｔＳｃｒｉｐｔ出力設定

コマンドの例 ｒ.ｉｎ.ｇｄａｌコマンド
多様な形式のファイルがインポー
トできる．

ＦＯＳＳ４Ｇの例（１） ＧＲＡＳＳ６の例（３）
⑤Nvizの改良
⑥ボクセルモデルの導入
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ＦＯＳＳ４Ｇの例（２） ＧＩＳ ＱｕａｎｔｕｍＧＩＳ（Ｖｅｒ．０.９.１）
ＦＯＳＳ４Ｇの例（２） Ｑ-ＧＩＳの例

① 利用 きる①Ｗｉｎｄｏｗｓで利用できる
②ＧＲＡＳＳのＭａｐｓｅｔが利用可
③ＧＲＡＳＳのコマンドが利用可

ＦＯＳＳ４Ｇの例（３） ライブラリー ＧＤＡＬ/ＯＧＲ（Ｖｅｒ.１.５.０） ＦＯＳＳ４Ｇの例（３） ＧＤＡＬ／ＯＧＲの例

多様なラスター・ベクトルフォーマットに対応
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ＦＯＳＳ４Ｇの例（４） マッピングエンジン ＭａｐＳｅｒｖｅｒ（５.０.２）
UNEP（国連環境計画）ＧＥＯ Ｄａｔａ Ｐｏｔａｌ

ＦＯＳＳ４Ｇの例（４） ＭａｐＳｅｒｖｅｒの例

ＦＯＳＳ４Ｇの例（５） マッピングエンジン ＯｐｅｎＬａｙｅｒｓ（２.５） ＦＯＳＳ４Ｇの例（５） ＯｐｅｎＬａｙｅｒｓの例

Ｍｕｍｂａｉ Ｆｒｅｅ Ｍａｐ （CRIT，インド）の例
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ＦＯＳＳ４Ｇの例（６） クリアリングハウス ＧｅｏＮｅｔｗｏｒｋ（２.１）
FAO-UN GeoNetwork 

ＦＯＳＳ４Ｇの例（６） ＧｅｏＮｅｔｗｏｒｋの例

この他，ＷＦＰ，ＵＮＥＰ，ＯＣＨＡ，ＷＨＯなど国連関係も多く利用している．

時空間データの整備やインフラ構築のためには，データが
相互利用できること，ソフトウェアあるいはＯＳに依存しない
ことなどが重要である．

標準化と互換性標準化と互換性

な 要 ある

ＦＯＳＳのオープンスタンダードと互換性
・ ＦＯＳＳ４Ｇツールは国際的な標準に基づいて相互利
用可能なサ ビ を提供する用可能なサービスを提供する．

・ 外部アクセス可能なオープンアーキテクチャをもつ．

・ ＦＯＳＳ４ＧツールのいくつかはＯＧＣのコンプライアン

ステストプログラムによって保証されている．

ＯＧＣ（Ｏｐｅｎ Ｇｅｏｓｐａｔｉａｌ Ｃｏｎｓｏｒｔｉｕｍ）

空間データや位置情報を含む各種情報の仕様を策定する国際標
準化団体．企業，大学，政府機関などにより構成されるＮＰＯ．オ
ープンで相互運用可能なシステム開発環境を目指している．
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GML：Geography Markup Language

WMS：Web Map Service

WFS：Web Feature Service

ＯｐｅｎＧＩＳ® の多様なＳｔａｎｄａｒｄ ＆ Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎの例

WFS：Web Feature Service

WCS：Web Coverage Service

WMC：Web Map Context

WPS：Web Processing Service

SOS：Sensor Observation Service

SOSSOS

WPSWPS

WFSWFS

WCSWCS

SensorML：Sensor Model Language

OpenLS：Location Service 
：

アプリケーションアプリケーション

WMSWMS

ユーザユーザ

高品質のオープンソース地理空間ソフトウェアの支援と
構築が目的のＮＰＯ．ＦＯＳＳ４Ｇユーザー，開発者，ビジ
ネス，教育をサポート．

ＯＳＧｅｏ財団ＯＳＧｅｏ財団（（The Open Source Geospatial FoundationThe Open Source Geospatial Foundation））

OSGeo プロジェクト
Web Mapping
・Mapbender＊
・MapBuilder＊
・MapGuide Open Source＊
・MapServer＊
O L

ＯＳＧｅｏ財団の活動 プロジェクト

・OpenLayers 
Desktop Applications
・GRASS GIS＊
・OSSIM＊
・Quantum GIS 
・gvSIG 

Geospatial Libraries
・FDO 
・GDAL/OGR＊

南アフリカ共和国
Cape Town
9/29 – 10/3GDAL/OGR

・GEOS 
・GeoTools＊

Metadata Catalog
・GeoNetwork opensource 

Other Projects
・Public Geospatial Data 
・Education and Curriculum

（ ＊は設立時の８プロジェクト）

おわりにおわりに

時空間情報の有効利用のためのＦＯＳＳ４Ｇは，標準化技
術・仕様にもとづき，開発が続けられ，非常に多くの場で利
用されている また その動きはＯＳＧ 財団などの設立に用されている．また，その動きはＯＳＧｅｏ財団などの設立に
より，加速されている．

下記のＵＲＬを参照下さい．

http://www.osgeo.org/

http://www.osgeo.jp/

http://mapserver.gis.umn.edu/

http://geodata.grid.unep.ch/p g jp

http://www.opengeospatial.org/

http://grass.osgeo.org/

http://www.qgis.org/

http://www.gdal.org/

p g g p

http://openlayers.org/

http://mumbai.freemap.in/

http://geonetwork-opensource.org/

http://www.fao.org/geonetwork/


